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意見書案の提出について 

 

 

  別紙意見書案を当市議会の議決をもって、それぞれの宛先に提

出されたく、亀岡市議会会議規則第１４条第１項の規定により提

出します。 



従来型（紙）健康保険証の存続を求める意見書（案） 

 

 

２０２４年の秋に従来型（紙）健康保険証を廃止、マイナンバーカードに一体

化する改正マイナンバー法が成立した。しかし、改正マイナンバー法が国会で成

立した後もマイナンバーカードをめぐるトラブルが次々明らかになっている。

国民の不安を払拭するため、いったん立ち止まって慎重に考え、医療を受ける権

利を保障するものとして従来型（紙）健康保険証を存続すべきである。 

政府は、マイナ保険証を取得しない、できない人に対して有効期限を最長５年

とする「資格確認書」を一斉交付するとしており、マイナ保険証と「資格確認書」

が併存する事態となる。マイナ保険証は５年ごとの更新、「資格確認書」は有効

期限ごとに更新が必要となり、保険者の負担が増えることが懸念される。 

こうしたことから、マイナンバーカードの任意取得の原則に照らしても、従来

型(紙)健康保険証の廃止は妥当ではない。 

よって、本市議会は、政府に対し、従来型（紙）保険証の存続を求めるもので

ある。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 
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